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　佐藤博先生は，本年 月 日，ご子息の祥
月命日を前に奥さまと菩提寺に参られたが，
ご夫妻が墓前に手を合わせてお参りをされた
直後，佐藤先生は突然崩れるように倒れられ
た。すぐに救急車がよばれ救急病院に急がれ
たが，病院に着いて間もなく先生は息を引き
取られた。死因は急性心筋梗塞，享年は
歳であった。
　 年 月，経済統計学会第 回総会（大
阪経済大学）の閉会に際し，私は，「 年
月，関西大学で開かれた経済統計学会の前
身経済統計研究会第 回総会に参加された
名の会員の内， 名の方がこの第 回総会に
出席しておられるが，本日ご出席の 名の
方の一人でも多くが第 回総会に出席され
る事を祈りたい。」という言葉で閉会の辞を
閉じた。その 名のお一人が佐藤博先生で
あった。佐藤先生は公務のため欠席された内
海庫一郎先生に代わり，是永純弘先生とご一
緒にこの第 回総会に出席しておられる。第
回大会の後も，専修大学での第 回総会

では懇親会で開催校を代表して歓迎の辞を述
べられたし，桃山学院大学での第 回総会
にも元気に出席された。札幌出身の先生は，
おそらく北海学園大学での本年の総会を心待
ちしておられた事であろう。
　このように佐藤先生は内海先生らと経済統
計研究会の創立に参与され，さらに第 回総
会に出席されたが，その後も殆ど毎回総会に
出席されて，深い学識と温厚なお人柄でこの
学会を長年にわたって支えてこられた。経済

統計学会は，その創立者グループの重要なお
一人を失ったのである。
　佐藤先生は 年に札幌でお生まれにな
り，旧制札幌二中（現札幌西高校）をご卒業
の後，海軍経理学校に入学された。海軍の主
計将校養成のための学校であるが，奇しくも
一学年下級に是永先生が在学しておられた。
しかし在学中のお二人は面識がなかったよう
である。敗戦で海軍経理学校が廃校になった
後，佐藤先生は改めて北海道大学法文学部に
入学し， 年に改組された法経学部を卒
業される。ここで佐藤先生は内海先生と運命
的な出会いをされた。（内海先生とその門下
生との邂逅は「運命的」という形容詞が最も
相応しいが，佐藤先生はその「運命的な出会
い」の第 号である。そして佐藤ご夫妻は内
海先生のご紹介による仲人第 号でもあった。
誠に運命的である。）
　毎日，弁当を二つ持って登校し勉強をする
ような毎日を経て卒業された後，先生は特別
研究奨学生に採用され旧制大学院に進学され
た。 年間の奨学生期間を終了した 年に
大学院を退学し，一旦，北大助手に採用され
たが，すぐに東北学院大学に赴任された（景
気変動論担当）。その後， 年には専修大
学から招聘され，経済学部助教授に任ぜられ
る（経済統計学担当）。間もなく教授に昇進
されたが，その後， からは 年間，経済
学部長を務めておられる。そして 年 月，
定年によって専修大学を退職された。
　次に佐藤先生のお仕事である。先生は，私
なども含めて最近多くなった「少なく学びな
がら多くを発表する」研究者とは正反対であ
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り，文字通り「多くを学びながら少なく発表
する」研究者の典型であった。だからその構
想を含めて先生の業績の全体像を把握する事
は大変困難である。あえてそれをまとめると
すれば，次のようになるのではないだろうか。
　まず，先生が旧制大学院入学時から仙台に
赴任される頃まで集中された研究が，景気変
動論で有名なツガン・バラノフスキーの経済
理論であった。この研究はその後の先生のお
仕事の基盤になったように思われる。この研
究をまとめた『ツガン・バラノフスキーの経
済理論にかんする研究』で北海道大学から経
済学博士（旧制）を授与された（ 年）
という事だけではない。ツガン・バラノフス
キーの経済理論を把握評価するためにそれを
めぐる論争をたんねんに追っていくという方
法論，そして，それを理論としてだけではな
く平均利潤率低下傾向のような統計現象の側
面も合わせて把握していくという方法論をそ
こに見出す事ができるからである。
　次に，先生はその旧制大学院時代にツガ
ン・バラノフスキー研究と平行して統計学方
法論・数理統計学批判にも取り組まれた。そ
の成果は，わが学会の学会誌『統計学』創刊
号を飾る論文「推計学批判―集団論に視点
をおいて―」（ ），及び『北大経済学研究』
号の「典型調査論の意義について」（ ）

としてまず現れた。（因みに，この「典型調
査論」を私は何回読ませてもらった事だろう
か。）そして，この研究は内海・木村・三潴
編『統計学』第 講「統計学とはなにか」
（ ），内海編『社会科学のための統計学』
第 章「社会・経済研究における統計および
統計方法の意義」（ ），「統計方法論」（学
会誌『統計学』 号， ）等へと展開さ
れるのである。そこでは統計方法が，数理統
計方法との対比において，また統計資料等に
よる実証方法との関連において体系的に捉え
られている。
　第 は，先生の学位論文を直接的に継承す

る経済学史の分野である。内海先生の門下生
グループは 年，内海先生の還暦を祝し
ながら『講座　現代経済学批判』全 巻を日
本評論社から刊行したが，佐藤先生はその第
巻『現代経済学の源流―学説史的検討―』
の編集を担当された。そして第 章「近代経
済学思想の発生―古典派経済学の解体過程
における―」を執筆されたが，そこで先生は，
近代経済学が古典派経済学解体の中から生成
する過程を精密かつ批判的に追求しておられ
る。先生は，古典派経済学やマルクス経済学
の古典に関する学問的関心を終生持ち続けて
おられたが，それは，次に見る統計学史研究
で基盤の役割を果たしていたと見る事ができ
る。
　佐藤先生の統計学史研究は，学会誌『統計
学』第 号の「推計学批判」に始まったとい
える。そこでは数理統計学史を追いながら集
団論が検討されているからである。そして内
海・木村・三潴編『統計学』でも第 講「統
計学の歴史」を担当しておられる。先生はこ
の頃『専修大学社会科学研究所月報』 号
（ ）に「経済統計論の学説史の方法にか
んする覚書」を書かれたが，そこでは経済統
計論の学説史研究が次の二つの課題をもつ，
とされている。一つは，経済学の法則定立を
目指す実証過程で利用されてきた統計方法の
展開を歴史的に把握する事であり，二つは，
体系的な方法学としての経済統計学を構成す
る方法的諸手段の展開を歴史的に追及する事
である。本来の課題であるべき後者はペティ
の方法体系から始められねばならないが，さ
らに重要なのはケトレー方法論の分析・評価
である，とされた。この課題は，「統計学史
におけるケトレの位置づけにかんする覚書」
（『同上月報』 号， ），「ケトレーにお
ける『統計学』と『社会物理学』の構想」（長
屋政勝他編『統計と統計理論の社会的形成』，

）で展開された。
　そこで佐藤先生は，ケトレー体系を政治算
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術（英），大学派統計学（独），確率論（仏）
の「総合」と見る通説（わが国では蜷川虎三
に始まる）への疑問提示から始められる。ケ
トレーの主著は，統計調査を基礎におく社会
統計学的方法とそれを人口・文化等へ適用し
た部分，及び平均人に関する確率的モデルに
よる社会物理学の構想の部分からなる事，即
ち決して体系的な「総合」ではない事を示し，
続いてその社会物理学の特質をコント「社会
物理学」，コンドルセ「社会数学」との比較
において明確にされた。
　しかし，佐藤先生の統計学説史研究の最終
目標がケトレーであったようには思えない。
なぜなら，先生が 年 月から一年間オラ
ンダのライデン大学に研究留学された後，『同
上月報』 号（ ）に「統計学のルーツ
を尋ねて―オランダの 年―」を書かれたが，
そこでその留学の目的として，幕末，西周や
津田真道が学んだフィッセリング統計学の特
質をドイツ社会統計学との関連において明ら
かにする事を挙げておられる。（同時に，ケ
トレーに関する資料収集とその社会物理学の
性格解明をも挙げておられるが…。）やはり
先生の最終目的は，日本の社会統計学に大き
な影響を与えたドイツ社会統計学の研究で
あったように思われる。そしてそれを，政治
算術と大学派統計学の双方の強い影響のもと

で独自の「総合」を模索していたオランダの
事例を通して，かつオランダから分離独立し
たばかりのベルギーで同じく「総合」を試み
たケトレーとの対比において，研究しようと
しておられたのではないだろうか。
　今回，佐藤先生の追悼文執筆を編集部から
依頼されたのを機にこのオランダ留学記を改
めて拝読したが，そこで先生が 世紀オラ
ンダで活躍した統計学者のストルイクやケル
セボームについても関心を示しておられる事
を知った。不勉強な私は，先生に 年も遅
れて彼らの業績の意義に気づき，ここ数年そ
の勉強を進めているところである。改めて，
佐藤先生の卓越した語学力と群書博覧力，及
び統計学説史に対する鋭く広いご関心に驚嘆
させられたのである。私自身，日すでに暮な
んとしているが，先生の壮大な構想のごく片
隅をこつこつ追い続ける事をお誓いしたい。
　佐藤博先生は二度と帰らぬ永い旅路につか
れたが，しかしこの後も，遠くからあのいつ
もの温顔でわが経済統計学会をお見守り下さ
る事と思う。経済統計学会も先生のお顔を曇
らせるような事があってはならないであろう。
　最後に本稿執筆に際し，奥様の佐藤れい子
様，経済統計学会の長屋政勝氏，福島利夫氏
のお世話になった。心からお礼を申し上げた
い。



創刊のことば
　社会科学の研究と社会的実践における統計の役割が大きくなるにしたがって，統計にかんす
る問題は一段と複雑になってきた。ところが統計学の現状は，その解決にかならずしも十分で
あるとはいえない。われわれは統計理論を社会科学の基礎のうえにおくことによって，この課
題にこたえることができると考える。このためには，われわれの研究に社会諸科学の成果をと
りいれ，さらに統計の実際と密接に結びつけることが必要であろう。
　このような考えから，われわれは，一昨年来経済統計研究会をつくり，共同研究を進めてき
た。そしてこれを一層発展させるために本誌を発刊する。
　本誌は，会員の研究成果とともに，研究に必要な内外統計関係の資料を収めるが同時に会員
の討論と研究の場である。われわれは，統計関係者および広く社会科学研究者の理解と協力を
えて，本誌をさらによりよいものとすることを望むものである。
　　　　　 年 月

経 済 統 計 研 究 会

経 済 統 計 学 会 会 則
第 条　本会は経済統計学会（ ）という。
第 条　本会の目的は次のとおりである。

．社会科学に基礎をおいた統計理論の研究　　 ．統計の批判的研究
．すべての国々の統計学界との交流　　　　　 ．共同研究体制の確立

第 条　本会は第 条に掲げる目的を達成するために次の事業を行う。
．研究会の開催　　 ．機関誌『統計学』の発刊
．講習会の開催，講師の派遣，パンフレットの発行等，統計知識の普及に関する事業
．学会賞の授与　　 ．その他本会の目的を達成するために必要な事業

第 条　本会は第 条に掲げる目的に賛成した者をもって組織する。入会に際しては会員 名の紹介を必要とし，
理事会の承認を得なければならない。会員は所定の会費を納入しなければならない。

第 条　本会の会員は機関誌『統計学』等の配布を受け，本会が開催する研究大会等の学術会合に参加すること
ができる。
　前項にかかわらず，別に定める会員資格停止者については，それを適用しない。

第 条　本会に，理事若干名をおく。
　理事から組織される理事会は，本会の運営にかかわる事項を審議・決定する。
　全国会計を担当する全国会計担当理事 名をおく。
　渉外を担当する渉外担当理事 名をおく。

第 条　本会に，本会を代表する会長 名をおく。
　本会に，常任理事若干名をおく。
　本会に，常任理事を代表する常任理事長を 名おく。
　本会に，全国会計監査 名をおく。

第 条　本会に次の委員会をおく。各委員会に関する規程は別に定める。
．編集委員会　　　　　　　　　　 ．全国プログラム委員会　　 ．学会賞選考委員会
．ホームページ管理運営委員会　　 ．選挙管理委員会

第 条　本会は毎年研究大会および会員総会を開く。
第 条　本会の運営にかかわる重要事項の決定は，会員総会の承認を得なければならない。
第 条　機関誌の発行等に関する全国会計については，理事会が，全国会計監査の監査を受けて会員総会に報告し，

その承認を受ける。
第 条　会費は年額 円とする。但し，大学院生，その他理事会が適当と認めた会員については， 円とする。

　前項は年度途中で入会した者ならびに退会した者にも適用する。
第 条　本会会則の改正，変更および財産の処分は，理事会の審議を経て会員総会の承認を受ける。
付　則　 ．本会は，北海道，東北，関東，関西，九州に支部をおく。

．本会に研究部会を設置することができる。
．本会の事務所を東京都町田市相原 法政大学日本統計研究所におく。

年 月 日（ 年 月 日一部改正［最新］）
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　　…………………………………………………………………………………… 伊藤　陽一　（ ）

本 会 記 事
　経済統計学会第 回（ 年度）全国研究大会……………………………………………（ ）
　投稿規程・執筆要綱・投稿原稿査読要領 ……………………………………………………（ ）
　編集委員会規程……………………………………………………………………………………（ ）
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イロ スミ




